
本
庁
舎
の
ス
ペ
ー
ス
不
足
に
よ

り
、
市
役
所
の
本
庁
機
能
は
現
在
、

左
図
の
と
お
り
大
手
通
り
周
辺
な

ど
七
カ
所
に
分
散
し
、
利
用
す
る

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
分
か
り
に
く

い
状
況
で
す
。

こ
れ
は
、
市
町
村
合
併
な
ど
に

よ
り
職
員
数
や
業
務
量
が
増
加
し
、

幸
町
の
本
庁
舎
だ
け
で
は
収
ま
ら

な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。
現
在
、

本
庁
組
織
（
課
）
の
三
分
の
一
以

上
が
本
庁
舎
以
外
に
あ
り
ま
す
。

今
後
の
計
画
的
な
職
員
削
減
を

見
越
し
て
も
、
国
・
県
か
ら
の
一

層
の
権
限
移
譲
に
伴
い
、
政
策
立

案
な
ど
の
業
務
が
増
え
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
分
散
状
態
は
解
消
で
き

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
市
役
所
の
立
地
は
、
車

を
使
う
人
の
利
便
性
を
優
先
し
て

い
ま
す
。
半
面
、
バ
ス
や
電
車
な

ど
公
共
交
通
の
結
節
点
で
あ
る
中

心
市
街
地
か
ら
は
距
離
が
あ
り
、

車
を
使
え
な
い
お
年
寄
り
や
障
害

の
あ
る
人
に
と
っ
て
は
不
便
で
す
。

車
を
利
用
す
る
大
多
数
の
人
々

に
は
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
視
点
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
少
数
の
交
通
弱

者
に
十
分
に
配
慮
し
た
市
役
所
機

能
の
再
配
置
は
重
要
な
課
題
で
す
。

幸
町
に
あ
る
本
庁
舎
は
、
防
災

拠
点
と
し
て
の
耐
震
性
に
不
安
を

抱
え
て
い
ま
す
。
新
耐
震
基
準
施

行
以
前
の
昭
和
五
十
二
年
度
に
建

設
さ
れ
、
一
昨
年
の
中
越
大
震
災

で
は
、
耐
震
性
へ
の
不
安
が
現
実

の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
柳
原
分
庁
舎
（
中
央
公

民
館
や
科
学
博
物
館
な
ど
）
の
老

朽
化
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討

委
員
会
で
は
現
在
、
次
の
コ
ン

セ
プ
ト
の
下
、
市
役
所
の
再
配
置

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

１
だ
れ
に
で
も
利
用
し
や
す
い

２
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

３
空
き
ビ
ル
や
補
助
事
業
の
活
用
、

土
地
売
却
な
ど
で
の
倹
約

◇

◇

問
行
政
管
理
課

39
・
２
２
０
８

現
状
の
抱
え
る

問問問問
題題題題
点点点点
と
課課課課
題題題題

な
ぜ
必
要
？
市
役
所
機
能
の
再
配
置
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分
散
配
置
や
交
通
弱
者
の
利
便
性
な
ど
に
問
題
を
抱
え
る
現
在

の
市
役
所
。
だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
市
役
所
を
目
指
し
、
各

界
各
層
の
市
民
の
代
表
や
有
識
者
な
ど
十
五
人
か
ら
成
る
行
政

機
能
再
配
置
検
討
市
民
委
員
会
で
は
、
移
転
を
含
め
た
市
役
所

機
能
の
具
体
的
な
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
今
、
市
役
所
機
能
の
再
配
置
な
の
か
。
今
回
は
、
そ
の
現

状
と
問
題
点
を
掘
り
下
げ
ま
す
。

長
岡
市
訪
問
団
が
ド
イ
ツ
・

ト
リ
ア
ー
市
を
訪
問

～
姉
妹
都
市
交
流
の
合
意
～

長
岡
市
と
ド
イ
ツ
・
ト
リ
ア
ー

市
は
今
年
四
月
に
姉
妹
都
市
に

な
り
ま
し
た
。
六
月
二
日
、
今

度
は
ト
リ
ア
ー
市
の
議
場
で
両

市
の
交
流
を
誓
い
合
う
姉
妹
都

市
締
結
調
印
式
が
あ
り
ま
し
た
。

ト
リ
ア
ー
市
の
議
員
を
前
に
、

森
市
長
は
「
戦
禍
を
体
験
し
た

両
市
が
友
好
関
係
を
深
め
る
こ

と
は
、
世
界
の
平
和
に
と
っ
て

大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

両
市
の
交
流
が
末
永
く
続
く

こ
と
を
願
っ
て
、
現
地
の
姉
妹

都
市
庭
園
で
長
岡
市
の
木
、
ケ

ヤ
キ
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
本
庁
機
能
が
七
カ
所
に
分
散

②
交
通
弱
者
に
と
っ
て
不
便

③
耐
震
性
へ
の
不
安

▲宣言書に調印する森市長
とシュレアー市長

▲両市の市長と大地議長に
よるケヤキの記念植樹

長
岡
の
顔

シ
ン
ボ
ル

、
ま
ち
な
か
（
中
心

市
街
地
）
の
再
生
に
向
け
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
六
月
十
三
日
、
厚
生

会
館
に
約
三
百
人
の
参
加
者
を
集

め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国
会
で
も
中
心
市
街
地
の
再
生

を
め
ざ
す
「
改
正
ま
ち
づ
く
り
三

法
」
が
成
立
。
人
口
減
少
や
超
高

齢
化
社
会
へ
の
対
応
が
狙
い
で
す
。

フ
ロ
ア
に
は
長
岡
造
形
大
学
生

が
作
っ
た
街
区
空
間
の
整
備
模
型

が
据
え
ら
れ
、
主
催
し
た
「
ま
ち

な
か
・
考
房
」
に
集
う
若
手
研
究

者
や
学
生
、
商
店
主
な
ど
が
登
壇
。

活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

■
「
ま
ち
な
か
」
は
だ
れ
も
が
集

え
る
都
市
の
中
心

長
岡
駅
前
の
中
心
市
街
地
「
ま

ち
な
か
」
は
、
繁
華
街
で
あ
り
ビ

ジ
ネ
ス
街
で
あ
り
、
ま
た
、
公
共

交
通
の
結
節
点
と
し
て
、
都
市
の

様
々
な
機
能
が
集
積
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
現
在
、
公
共
施
設
の
郊

外
立
地
や
大
規
模
店
舗
の
閉
店
に

よ
り
空
洞
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

合
併
で
広
域
化
し
た
長
岡
市
に

と
っ
て
、
こ
の
「
ま
ち
な
か
」
は
、

だ
れ
も
が
集
え
る
「
都
市
の
中
心
」

と
し
て
、
今
そ
の
重
要
性
が
再
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
が
楽
し
い

そ
ん
な
雰
囲
気
が
大
切

長
岡
技
術
科
学
大
学
の
大
学
院

で
都
市
計
画
を
専
攻
す
る
岩
本
陽

介
さ
ん
は
、
熊
本
市
の
例
を
挙
げ

「
目
的
も
な
く
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い

て
も
楽
し
め
る
、
そ
ん
な
雰
囲
気

が
大
切
」
と
提
言
。
長
岡
造
形
大

学
の
都
市
建
築
グ
ル
ー
プ
は
、
大

手
通
り
の
ア
ー
ケ
ー
ド
上
に
雁が

ん

木ぎ

を
整
備
し
て
施
設
を
つ
な
ぐ
「
回

遊
式
市
庁
舎
」
を
提
案
。
参
加
者

の
関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

■
ま
ち
な
か
の
再
生
に
向
け

市
民
の
思
い
と
期
待
が

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
「
交
通
弱
者
に
や
さ
し
く
若
者

の
集
う
ま
ち
な
か
に
」「
に
ぎ
わ
い

を
民
間
が
演
出
す
る
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
を
」「
人
、
モ
ノ
、
お
金
、

情
報
が
集
ま
る
場
と
し
て
の
再
生

を
」
な
ど
、
多
様
な
提
言
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
席
か
ら
発
言
し
た
森
市

長
は
「
ま
ち
な
か
再
生
は
、
長
岡

市
民
全
体
の
利
益
を
考
え
た
重
要

な
取
り
組
み
で
す
。
そ
の
結
果
は
、

商
店
街
の
振
興
に
も
つ
な
が
る
も

の
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
大
勢
の

市
民
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
姿
か

ら
は
、
ま
ち
な
か
再
生
へ
の
思
い

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
大
き
な
期

待
が
感
じ
取
れ
ま
し
た
。

◇

◇

ま
ち
な
か
の
再
生
に
つ
い
て
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
な
か
活
性
課

39
・
２
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長
岡
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
総
合
計
画
。
市
で
は
現
在
、

今
年
度
か
ら
十
年
間
の
新
た
な
計

画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

六
月
九
日
、
第
四
回
総
合
計
画

策
定
委
員
会
が
開
か
れ
、
重
点
的

か
つ
戦
略
的
に
取
り
組
む
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
方
針
「
ま
ち
づ
く
り

戦
略
」
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。
案
と
し
て
示
さ
れ
た
「
人

づ
く
り
」「
地
域
価
値
」「
拠
点
性
」

な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
対
し
、
委

員
か
ら
は
「
長
岡
な
ら
で
は
の
キ

ー
ワ
ー
ド
を
」「
抽
象
的
な
表
現
で

は
な
く
、
長
岡
市
と
し
て
推
す
と

こ
ろ
を
具
体
的
に
示
し
た
方
が
良

い
」「
市
民
の
知
恵
、
知
識
が
必
要

と
喚
起
す
る
も
の
に
」「
道
州
制
も

踏
ま
え
た
広
域
的
な
将
来
像
を
」

と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
五
つ
の
部
会
で
検

討
さ
れ
た
施
策
大
綱
（
左
表
）
と
、

土
地
利
用
に
つ
い
て
土
地
利
用
部

会
で
の
検
討
内
容
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
は
、
九
月
こ
ろ
ま
で
に
ま

ち
づ
く
り
戦
略
を
含
め
た
総
合
計

画
の
素
案
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

問
企
画
課

39
・
２
２
０
４
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い
よ
い
よ
動
き
始
め
た

「
ま
ち
な
か
再
生
」

中
心
市
街
地
構
造
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

まちづくりの戦略を
めぐり
策定委員会で議論！

総合計画策定に向け検討進む

各部会で提案された分野別施策大綱

分 野 施 策 大 綱

教育・文化 人材と文化をはぐくむ人間性豊かなまちの実現

福祉・健康 生涯健やかで、いきいきと暮らせるまちの実現

生活・都市基盤 都市の活力と魅力にあふれ、安全・安心で住み
よいまちの実現

環 境 環境にやさしく、豊かな自然と調和するまちの
実現

産 業 地域経済が元気で、働きやすいまちの実現

▲まちなか（中心市街地）の
再生に向け活発な議論が


